
コアとなる事業の概要3つ（事業のタネ）

今後地域の将来像を実現するために必要と考えられる事業を3つ書いてください。
1

現時点で想定される課題・ボトルネック
①なぜこの事業をやるのか
（Why） まずは目指すべきビジョンの共有が地域づくりのおいて欠かせないため。

②どの地域資源を活用するか いのちめぐるまち推進協議会を中心とした議論の場を活用する。

③商品・サービスの具体的な
内容は何か（What） 地域ビジョンの具体化、マンダラのバージョンアップ

課題・ボトルネックを乗り越えるために力を借りたい人物・企業像

⑤この事業により地域内で何が
循環するか
またはどのような循環が起こるか

地域循環の意識を持つために必要なビジョンの共有が図られる。

2
現時点で想定される課題・ボトルネック

①なぜこの事業をやるのか
（Why）

なんの手触り勘もないままに、闇雲に事業に手を出してもうまくいかない
ため、まずは優先順位を付け、有望な事業からFSで評価し、担い手に
共有することで実現につなげるため。

②どの地域資源を活用するか 地域マンダラ、必要に応じ各種助成金

③商品・サービスの具体的な
内容は何か（What） 事業FS

課題・ボトルネックを乗り越えるために力を借りたい人物・企業像

⑤この事業により地域内で何が
循環するか
またはどのような循環が起こるか

事業のタネが具体化しうることにより、ひと・もの・かねがまわりだす。

3
現時点で想定される課題・ボトルネック

①なぜこの事業をやるのか
（Why）

持続可能な地域社会の取り組みを学ぶ場としての南三陸を内外に印
象づけ、学びの交流人口増加につなげるため。

②どの地域資源を活用するか FSCⓇの山、ASCの海、門前まちづくり計画、など

③商品・サービスの具体的な
内容は何か（What） 学び旅の見本市

課題・ボトルネックを乗り越えるために力を借りたい人物・企業像
⑤この事業により地域内で何が
循環するか
またはどのような循環が起こるか

教育旅行の呼び水となり、地域の求める人材を多く含んだ交流人口
増加のきっかけとなる。

アクティブラーニングに興味を持つ旅行会社や、各企業の企業研修を
企画する部署にコネクションのある方。

事務局を中心とする実行委員会

事業名称：マンダラ事業化FS
事業概要 事業の内容

事業のタネを芽吹かせ、魅力的な事業に育てていく上で必
要なフィージビリティスタディ（FS）を有力事業を選んで実
施する。

事業の担い手となる事業者がうまくみつかるかどうか。

④誰がこの事業の主たる担い
手か（Who） 事務局、いのちめぐるまち推進協議会

事業名称：南三陸学を伝える里海カンファレンス
事業概要 事業の内容

南三陸を学びのフィールドとして認知してもらうため、学び旅
の見本市として位置づけた里海カンファレンスを開催する。

継続的な事業につなげるための入念な仕掛けをどこまで準備できるか。

④誰がこの事業の主たる担い
手か（Who）

活動地域・団体名：一般社団法人サスティナビリティセンター

事業名称：地域マンダラブラッシュアップ
事業概要 事業の内容

④誰がこの事業の主たる担い
手か（Who） 事務局、いのちめぐるまち推進協議会

総論は良くても、各論において参加者の意見が別れ、それぞれの目指
すものが違ってしまったり、逆にまとめようとするあまり、抽象的なレベルに
とどまってしまう可能性。

地域のビジョンをより具体化し、共通認識を得る事が地域づ
くりの根幹となるため、地域マンダラを活用してまずはビジョン
の具体化を図る。次に事業のタネをできるだけ多く生み出
し、地位金可能性を広げる。
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